
　「職人のこころ」・「モノづく 伴います。精度を上げて、このよ

りのこころ」については、前回に うな出費を削減することは、原価

も述べました。 を下げることに他ならないからで

　職人と言うからには「腕を磨く」 す。この意識を持たないと、品質

姿勢が必要であると言いましたが、 と出来高という、一見、二律背反

この事は、職人だけでなく、すべ することを、同時に満足させるこ

ての職業人に共通のことでありま とはできません。

す。営業職が営業テクニックを磨 　「腕を磨く」という事は、単に

くことは当り前のことであり、職 良い仕事をするというわけでなく、

人にだけ「腕を磨く」ことが問わ 最終的には出来高を増やし、コス

れているわけではありません。 トを削減することに通じなければ

　しかし、「職人」が「職人であ なりません。

り続ける」ことは大変なことです。 　その為には、管理という言葉の

特に、今のような非常に厳しい状 意味の重要性を知る必要がありま

況の中では、１円でも多く出来高 す。普段から「管理」という言葉

をこなして、生活の糧を得なけれ は良く使用しますが、ただなんと

ばなりません。となると、どうし なしに使っていることが多いので

ても出来高にばかり目が行きがち はないでしょうか。

になってしまいます。ですが、「 　管理とは、あるべき姿を定め、

腕を磨く」ことと「出来高をあげ 現状との差を知り、現状をあるべ

る」ことは深く関連します。 き姿に近づけることを言います。

　ずいぶん前になりますが、清水 　管理ができていない場合には、

建設でＱＣ運動が盛んに行われた あるべき姿を意識していないのか、

ことがあります。ＱＣとはクオリ 現状との差をチェックしていない

ティコントロールの略で品質管理 のか、必要な改善を知りながら手

ということです。 を打とうとしないのか、それを

　品質を上げて、不良品を少なく はっきりさせねばなりませんが、

すれば、モノを安く作ることがで たいていはあるべき姿を決めてい

きると言う理論ですが、この理論 ないことが、管理不在の原因とな

を展開して、日本製品の品質が良 っています。

くなり、世界中に製品を輸出でき 　あるべき姿を決めることこそが

るようになったことも事実です。 管理「腕を磨く」の第一歩です。

　型枠工事でも品質管理の理念は 自らの仕事を振り返り、あるべき

大変に重要です。ハツリ・補修な 姿を決めると、仕事のレベルはあ

ど、型枠工事の精度不良は、その がるはずなのです。

あとで大きな出費・コスト負担を (次回は第１期の決算発表です。）

　当社の今年の安全方針は、「整理整頓」 関係は難しいとも言われます。

の徹底にあります。現場事故といえば必 　その点、モノは人に比べて管理

ず人が関わってきます。人がケガをする がしやすいのです。その管理しや

から事故が発生するわけですから、安全 すいモノを管理できなくて、他の

は人を問題にしなければなりません。 ことが管理できるでしょうか。

　安全で整理整頓と言うと、現場がきれ 　整理整頓は安全の基本と言われ

いに片付いておれば、つまづきもしない る理由はそこにあるのです。だか

し、ケガも減ると考えている人もいると ら「整理整頓」にはこだわり続け

思います。でも、整理整頓の意義はそれ ねばならないのです。

だけではないのです。 　ここでも「あるべき姿」が大切

　人は感情の動物とも言われます。人間 になってきます。
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　清水建設で作業時間の効率
を向上させる委員会が結成さ
れ、当社もその委員として委
員会に出席しています。
　その主旨は、１０時や３時
の休憩ですが、各職がまちま
ちに好きなように休憩してい
るように見え、そのダラダラ
した雰囲気が作業に支障を与
えていないかが問題になった
わけです。
　清水建設では実際の休憩が
どうなっているかを、各現場
で時間を測ったようです。そ
の結果は、１５分～30分と
非常にバラツキのある結果が
出ました。当日の作業状態な
ど一概に時間の長短だけで判
断できないないことを前提に
しても、もっと改善する余地
があるのではと言われていま
す。
　当社では作業時間・休憩時
間は各現場の職長の判断に
よっていますが、作業時間を
確保した上で、効果的な休憩
時間の取り方についてはよく
よく考えねばなりません。
　単価が厳しい状況の中で、
ライバル各社も必死の工夫を
行って、少しでも仕事を伸ば
すことを考えているはずで
す。もちろん当社もその中で
勝ち抜いていかねばなりませ
んから、同業他社よりも更な
る工夫と改善を加える必要が
あります。
　作業時間は長く、休憩時間
は短いほど良い、と言うわけ
ではありません。メリハリの
利いた効果的な休憩を各現場
にお願いする次第です。

休憩時間

■現場災害　H16.1.1-H16.5.31
重大災害---------0
休業災害---------0
不休災害---------0
物損災害---------0
その他-----------0
　　　　　合計---0
■交通災害　H16.1.1H16.5.31
人身災害---------0
物損災害---------0
　　　　　合計---0

安全成績（H16年度）
「整理整頓！」にこだわる

配布先：お得意様、社員、直用職人さん、手間請業者さん、材工外注業者さん、運送業者さん、資材業者さん、などなど。いつもお世話になっている人達。


